







て、連続型テキストの読解を促すことを目的とした。小学校 3 、 4 年生の「ことわざ」の学





















































































教材に選んだのか。以下に示す三つ理由が挙げられる。（1）小学校 3 、 4 先生で諺の学習があ
る。（2）連続型テキストと非連続型テキストの繋がりをコンパクトに示しやすい。（3）ICT の活
用で作成が容易になるである。以下、詳しく見ていく。



































1 ） 大学 2 回生ゼミで実施。ゼミ生は20名。小学校教諭を目指す学生。






4  ） 取り札の絵はデジカメで撮影し、PowerPoint のかるたのひな形を使用。
5  ） 歌留多大会を開いた。



















る。 1 ） 学生が作りたがったもの、 2 ） 議論が分かれたもの、 3 ） 作るのが難しかったもの、













































左上から時計回りで「い― 1 」 






































な 3 例の「ね― 1 」「ね― 2 」「ね― 3 」を示す。諺の意味は「価値のわからない者に高価なも
28














「え― 1 」 「え― 2 」































































　 1  ） 思ったより、来てくださった方の反応が良くて嬉しかったです。これを子どもに作らせ
たりしたら面白いかもなあ、と言われて、なるほどと思いました。
　 2  ） 教材は、何度も何度も研究を重ねて作られていることが分かった。その研究には終わり
はないとも思った。
　 3  ） 先生によって食いつき方は全然違った。内容を話しても好印象を持たない先生もいた。
若い先生はとても面白いと言った方が多かった。
　 1 ）では、現職教員の中に、“Make one”の可能性を見抜いている先生がいることから、






の結果と自由記述式のアンケーとの結果から見てみたい。実施は2015年 6 月 4 日（木）。教材教
具祭りの翌週のゼミ内で行った。20人の学生の内、出席が19名。19名の回答で行った。
　先ず選択式アンケート結果から見る。三つある。一つ目は、表 1 の歌留多に関する興味につ
いてである。このゼミの授業をする前に歌留多に興味があったは、 0 % である。また、どち
らかと言えば興味が無かったと、興味が無かったの合計は、78.9% である。授業後は、興味を
























　 1  ） 自分で、ものを作ることにより京カルタことわざを知ることができ、意味もある程度覚
えることができた。そのことから自分でしてみる、作ってみることは学習の向上にも繋が
る気づいた。
　 2  ） 京かるたは少しマイナーであるが京都らしいなと感じることわざもあることに気づいた。
また、作ってみることで言葉の意味を知ったり、作ることで深く理解できたと思う。
　 3  ） みんなで何か一つのものを作り上げることの楽しさに気づくことが出来ました。










　 6  ） カルタを作るには、そのことわざの本当の意味を理解していないと作れなかった。始め
る前はただ単に写真をとるだけかと思っていたが、その写真をとるだけが難しいことに気
付いた。







　 8  ） 作る側は、それを用いる側に、分かりやすく明瞭に意味を読み取れるようにする必要性
を感じた。これは、教師が子どもたちに授業をするのと同じことであると考える。改めて
私は、受ける側の視点に重きを置くことの大切さに気がついた。













　 1  ） いかに相手に分かりやすく伝えるかに苦労した。私は写真のシンプルさや位置づけを工
夫した。
　 2  ） 合成する写真を選ぶときに、どの画像を使えばわかりやすいか、どこに貼ればよいか考
えるのが大変だった。背景などにも気を使った。
　 3  ） 写真にするのが難しいものも多く、どのようにしたら上手く伝わるのかを考えるのが大
変だと感じた。写真と画像を合成する点を工夫した。




　 5  ） 幽霊や鬼などこの世に存在しないものを表現することに苦労した。しかし、それも意味
から入ることで表現できることもあった。
　 6  ） 苦労した点は、カルタの場面設定だ。ことわざによって背景や表情も変わってくるので
そこに苦労した。そこは工夫した点でもある。
　 7  ） ことわざを文をもとに写真を撮るか、意味をもとに写真を撮るかということ。（ex. 一寸
先は闇　一寸先が闇の写真を撮るか、一寸先で何が起こるかわからないという写真を撮るか）
　 8  ） 言葉をそのまま写真にできるものと、できないものがあったので表すのが大変だった。
写真をとるときに、 1 つの角度からではなく、かるたの意味からさまざまなアングルから
し ゃ し ん（ マ マ ）を と る こ と で 意 味 が 伝 わ り や す い よ う に す る の を 工 夫 し た。 
　著作権について










































（ 4 ）　「マンガ漢字学習材の開発に関する一考察 〜恐怖を刺激する勉強から、興味を素材にする学習
へ〜 」（池田修　2014年 5 月18日　全国大学国語教育学会口頭発表）
（ 5 ）　「もう一つの反転授業」（池田修・平本将司　2014年 8 月16日　日本デジタル教科書学会口頭発表）
（ 6 ）　「表現メディアの違いに着目した中学校国語科実践の考察―写真と言葉を組み合わせた「ことわざ





（ 8 ）　See One, Do One, Teach One: Dissecting the Use of Medical Educationʼs Signature Pedagogy in 
the Law School Curriculum （Christine N. Coughlin Georgia State University Law Review 2009）
（ 9 ）　マイクロソフト　オフィス　活用総合サイト「どこにもないわが家だけのオリジナル自慢できる創
作カルタを作ろう」http://www.microsoft.com/ja-jp/office/pipc/template/result.aspx?id=10734（2015年









られる。（2015年 9 月 3 日確認）
（13）　「おもしろ画像収納庫」http://syuunouko.ninpou.jp/issunsakihayami.htm（2015年 9 月 3 日確認）
（14）　「故事ことわざ事典」には、「【注意】良い習慣については使わない。」とある。
















（17）　実施は2015年 6 月 4 日（木）。教材教具祭りの翌週のゼミ内で行った。20人の学生の内、出席が19名。
19名の回答で行ったものから。
（18）　生涯にわたって学び続ける力、主体的に考える力を持った人材は、学生からみて受動的な教育の場
では育成することができない。従来のような知識の伝達・注入を中心とした授業から、教員と学生が意
思疎通を図りつつ、一緒になって切磋琢磨し、相互に刺激を与えながら知的に成長する場を創り、学生
が主体的に問題を発見し解を見いだしていく能動的学修（アクティブ・ラーニング）への転換が必要であ
る。すなわち個々の学生の認知的、倫理的、社会的能力を引き出し、それを鍛えるディスカッションや
ディベートといった双方向の講義、演習、実験、実習や実技等を中心とした授業への転換によって、学
生の主体的な学修を促す質の高い学士課程教育を進めることが求められる。学生は主体的な学修の体験
を重ねてこそ、生涯学び続ける力を修得できるのである。（「新たな未来を築くための大学教育の質的転
換に向けて〜生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ〜」中央教育審議会　平成24年 8 月28
日答申）
（19）　西川純『THE　教師力ハンドブックシリーズ　アクティブ・ラーニング入門』（明治図書　2015年　
p.35）
（20）　参考にできるものとして『鹿児島ことわざカルタ』（南方新社　大吉千明著　2006年）、『四字熟語
かるた』（学研　2010年）、『慣用句かるた』（学研　2011年）などがある。
